
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「稲刈をしましたよ！」（10月 13日：水曜日） 

 前日から心配された雨も、余計な心

配で終わり、こども達が楽しみにして

いた稲刈りをすることが出来ました。 

 コミュニティも会長以下５Ｇ（ファイブ

ジー）さんたちが集合し、当日のお世

話をすることになりました。 ５年生の

子ども達は、集合すると、先生と一緒

に考えた今日のセレモニーの次第を、

担当の子ども達が一生懸命に進行し

てくれて、稲刈の行事がスタートしまし

た。 コミュニティからは、とにかく、米

収穫用ののこ鎌を使うので、ケガだけ

はしないようにと注意をして、さっそく、

始まりました。  収穫後の子ども達の感想では、

刈るときの手応えは意外とあって、「硬かった」、

「難しかった」、などがありましたが、中には「すぐ

に慣れて楽しかった」という感想も聞かれました。 

 私たちが子どもの頃は、農家が忙しい田植えの

頃と稲刈りの頃は、「農繁期休み」というのがあっ

て、朝から夕方までみっちり家の手伝いをさせら

れるので、いかに逃亡して遊ぶか！？というのが

大きなテーマだったように思います。 

 最近は、全てが機械化されて、兼業農家の人は

夕方から田植えも稲刈りも済ませてしまえるように

なりました。 だいぶ風景が変わったと感じます。 
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式浪区でもガードレール清掃！ （10 月 10 日：日曜日） 

１０月に入ってずっと晴天続き。８月の大雨とは打って変わって、畑に植えられた秋・冬の野菜たちが水

を欲しそうにしている日々が続いてい

ます。 ８月１日に予定していた式浪

区のガードレール清掃が実施できまし

た。  この取り組みは、今の暑さを考

えると８月じゃなくてよかったと思いま

した。  記念写真（左の写真）に写っ

た人以外にも多く参加されていて、１

時間ほどで、ガードレールの表も裏も、

見違えるようにキレイになりました。 

これまでに取り組んでいただいた他

の区でも、「きれいにできてよかっ

た！」、「気持ちのよかの！」との声が

聞かれ、この行事をお願いしたコミュニティの環境

整備部会や役員としても、ホッとしています。  

「自分たちが住む身の回りを、自分たちの手でよ

い環境に維持していく」、これは地域共生の基本

的なことなのだろうと思いますが、最近ではその

取り組みが難しい情勢になっているのではないか

と感じます。  コロナ禍の中で隣近所とのお付き

合いも希薄になった感じもしますが、もうそろそろ

コロナ対応も、ウィズコロナにしっかりシフトして

いければいいと思います。 コロナに関しては、

感染対策をしていれば、インフルエンザにも罹

らないと言われています。いかに私達自身の

心がけが大切か、ということですよね。  

隣近所のお付き合いは、道で会ったら挨拶

を交わす、これが互助共助のスタートラインだ

と思います。子ども達に背中を見せられる大人

でいたいと思います。 
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「い
じ
ょ
う
き
し
ょ
う
」を
変
換

し
た
ら
、
最
初
に
「異
常
気
性
」と

出
て
き
た
。
最
近
の
暑
さ
は
、
こ
の

文
字
の
方
が
正
し
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 

今
日
は
十
月
十
三
日
、
今
月
に

入
っ
て
ず
っ
と
三
十
度
前
後
の
気

温
で
、
も
う
い
い
加
減
に
涼
し
く

な
ら
な
い
と
、
快
適
な
秋
が
無

く
、
い
き
な
り
冬
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
す
。 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受

賞
者
が
真
鍋
淑
郎
さ
ん
に
決
ま
っ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た

が
、
本
気
で
地
球
の
温
暖
化
を
考

え
る
に
は
い
い
人
選
と
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

と
言
い
な

が
ら
も
、
自
分
自
身
、
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
な
い

の
は
、
「自
分
が
生
き
て
い
る
間
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
。
」と
い
う
無
責

任
な
安
心
感
の
せ
い
だ
ろ
う
か
？ 

つ
い
、
「グ
レ
タ
さ
ん
、
そ
ん
な
に

眉
を
吊
り
上
げ
て
、
大
き
な
声
で

怒
ら
な
く
て
も
！
」と
、
言
っ
て
し

ま
い
そ
う
だ
が
、
我
々
大
人
が
努

め
る
役
割
の
主
要
部
分
が
、
「次

代
を
よ
く
す
る
」こ
と
で
あ
れ
ば
、

真
剣
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。 

「そ
の
為
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の

か
」が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
や
ら
な
け
れ
ば
、
孫
た
ち
が
働

き
盛
り
に
な
る
頃
、
「夏
の
平
均

気
温
四
十
五
度
」で
は
困
る
だ
ろ

う
。  

パ
サ
パ
サ
な
畑
も
そ
ろ
そ

ろ
潤
い
を
欲
し
が
っ
て
い
る
。 

 



 


